
              

               

               

 

 

 毎年 3 月 3 日に開催し 

ています女性集会、今年は 3 月 2 日（金）～3 日（土） 

別府花菱ホテルで行われました。『しゃべれば！食べれ

ば！学べば！』の３ばで「楽しくなければ組合じゃない」

をモットーに九州沖縄はじめ各県から 156 名の参加で大

成功に終わりました。講演は、佐々木司先生の『解説！

ルールがわかれば変わる看護師の交代勤務』で、とても

興味深いお話と面白いトークであっという間の 1 時間半

でした。途中用意されたプチケーキセットとストレッチ

でリラックスし、とても和やかな雰囲気でした。夕食交

流会では、各県各単組で出し物を行い活気のある 3 ばピ

ッタリの交流会でした。2 日目の分科会は、6 分科会に別

れ、女性の権利と女性委員会について、ストレスとうま

く付き合う(アロマでリフレッシュ)、パワハラ・セクハラ

等の法律に関すること、平和について大分から考える、

体を動かそう太極拳、医労連共済活動についてと楽しく

学んだ女性集会となりました。                    

                            

  

                                    

                                                                                   

                   

労
働
組
合
と
は
な
ん
ぞ
や
？ 

⑭ 

  

今
回
は
、
労
働
時
間
と
は
・
・
・
労
働
者
が
、

使
用
者
の
指
揮
監
督
の
下
に
あ
た
る
拘
束
時
間

か
ら
休
憩
時
間
を
除
い
た
時
間
で
す
。
実
際
に
作

業
（
働
い
て
）
に
従
事
し
て
い
る
時
間
の
ほ
か
、

使
用
者
の
指
示
監
督
の
下
で
労
働
す
る
た
め
に

待
機
し
て
い
る
時
間
も
含
ま
れ
ま
す
。
労
働
時
間

で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
事
例
は
次
の

通
り
で
す
。 

① 

作
業
の
準
備
・
後
始
末
・
・
・
作
業
前
に
行

う
準
備
や
作
業
後
の
後
始
末
の
時
間
は
、
使

用
者
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
指
揮
命
令
下
で

行
わ
れ
て
い
る
限
り
労
働
時
間
で
す
。 

② 

教
育
・
研
修
・
・
・
教
育
・
研
修
に
参
加
す

る
時
間
は
、
就
業
規
則
上
の
制
裁
等
に
よ
り

出
席
が
強
制
さ
れ
る
場
合
に
は
労
働
時
間
で

す
。
一
方
そ
の
よ
う
な
強
制
が
な
い
自
由
参

加
の
も
の
は
労
働
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

③ 

小
集
団
活
動
・
・
・
小
集
団
活
動
の
時
間
は
、

就
業
規
則
上
の
制
裁
等
に
よ
り
出
席
が
強
制

さ
れ
る
場
合
は
労
働
時
間
で
す
。
強
制
が
な

い
自
由
参
加
の
場
合
は
、
労
働
時
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

④ 

健
康
診
断
・
・
・
健
康
診
断
の
受
診
時
間
は
、

一
般
健
康
診
断
に
つ
い
て
必
ず
し
も
労
働
時

間
と
し
な
く
て
も
よ
い
が
、
特
殊
健
康
診
断

に
つ
い
て
は
事
業
遂
行
に
か
ら
ん
で
必
ず
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
の

で
、
労
働
時
間
で
す
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
所
定
労
働
時
間
外
に
労
働
時

間
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
対
し
て
所
定
の
賃
金

ま
た
は
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ
と
な
く
労
働
を

行
わ
せ
る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
こ
と
な
の
で

労
働
基
準
法
に
違
反
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
回
に
続
く
・
・
・ 

  

   3 月 7 日～3 月 8 日、東京で行われた中央行動に

宇佐労組から 2 名参加してきました。1 日目は参加者

全員で意識統一を行い、他県の参加者と政府行動に参

加しました。政府行動は 4 班にわかれ、厚労省職員よ

り事前に厚生労働大臣へ提出した要請書の回答があり

ました。回答後の質疑応答では、『社会保険病院の譲渡

が決定した事で医師が退職したり、医局からの医師派

遣がなくなり、十分な医療が提供できなくなった』『民

間への病院の売却価格が評価価格より低かったり、入

札前に入札価格が洩れていたのでは？』などの質問が

出ました。質問に対して譲渡が終了するまでは十分な

医療を提供するとの返答がありました。議員要請では

大分県選出の国会議員に賛同議員と紹介議員のお願い

をして行きました。お願いをして行く中で、横光議員

は不在でしたが、秘書の方が大分へ３・１１東日本大

震災の瓦礫の持込みに関して横光議員が話をしている

とのことでした。2 日目は小雨の降る中、白衣を着て

国会議員会館前での座り込みに参加し医療･福祉の現

場問題や要求を訴え、再び歩いて厚労省に行き、全労 

            連と合流し再び要求行動を 

            しました。 

            【報告・写真提供】 

             宇佐病院労組 
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一
人
で
悩
ま
な
い
で
ま
ず
は
相
談
を
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